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論文審査の要旨

急性心不全患者における来院時の血衆レニン活性（PRA ）値は、長期予後と関連して

いるといわれている。本研究では急性心筋梗塞（AMI) 患者においても、来院時のPRA

値が、長期予後と関連しているかどうかを検討している。

申請者は、 AMI 発症後48時間以内に心臓カテーテル検査を施行し、生存退院した936

例のうち、来院時にPRA 値が測定された878 例を対象と した。来院時のPRA の中央値

により対象群を2群（High PRA 群、 Low PRA 群）に分類し、心血管死と心不全入院の

複合エンドポイント（MACE ）を評価した。 4.5 年の観察期間で、 MACE は108 例で、あっ

た。 MACE の発生頻度は、 High PRA 群において、LowPRA 群に比べて有意に高かった

(15.9% vs 8.6% 、p = 0.0010 ）。多変量解析においてHighPRA は、 MACEの独立した予

後予測因子で、あった（HR1.573 ; 95% CI、1.049-2.396 、P=0.0282 ）。さらに、 AMI 発症

時に PRA に影響を与える RAS 阻害薬または3遮断薬を内服していた症例を除外した

580 例を対象と しても、HighPRA はMACE の独立した予後予測因子であった（HR1.732; 

95% CI、1.010-3.047 、p = 0.0460 ）。

本研究はAMI 患者において来院時のPRA の高値が、長期予後の規定因子となること

を示唆した初めての報告である。公聴会では、経過フォロー中ほとんどの症例がRAS 阻

害薬を内服したことより PRA が高値になっていたのではないか、 Angiotensin と予後の

関係はどうで、あったか、などの質問に対し、実際には経過中の PRA は低値していた、

Angiotensin とMACE との関連はみられなかったなど、適切に返答を行っていた。

以上より、本研究は医学博士の学位に十分値する非常に有益な研究と評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに循環器病態制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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